
兵 庫 県
保険医協会

支
部
ニ
ュ
ー
ス

発
行 

 

兵
庫
県
保
険
医
協
会

西
宮
・
芦
屋
支
部

〒 662

連
絡
先 

兵
庫
県
保
険
医
協
会 

 

電
話 

○
七
八
（
三
九
三
）
一
八
〇
三

2015･7･5

西宮
芦屋

Ｎ o.325

-0832

（１）２０１５年７月５日（毎月３回５・１５・２５日発行）　　兵庫保険医新聞　　（昭和４３年６月１２日第三種郵便物認可）　号外（年間購読料 12,000 円）

西
宮
市
甲
風
園
一
―
一
―
五　
　

法
貴
皮
膚
科
内

職
員
接
遇
研
修
会

　

６
月
27
日
、
西
宮
市
民
会
館
で
「
職
員
接

遇
研
修
会
」
を
開
催
。「
対
応
の
基
本
と
ク
レ
ー

ム
処
理
」
を
テ
ー
マ
に
、
大
手
前
短
期
大
学

教
授
の
水
原
道
子
先
生
が
講
師
を
務
め
、
医

師
・
ス
タ
ッ
フ
ら
43
人
が
参
加
し
た
。
司
会

を
務
め
た
西
宮
市
・
安
岡
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
安

岡
眞
奈
美
先
生
か
ら
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

今
回
も
大
手
前
短
期
大
学
教
授
の
水
原
道

子
先
生
に
、
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

好
評
に
つ
き
40
名
を
超
え
る
パ
ラ
メ
デ
ィ

カ
ル
・
医
師
の
方
々
の
出
席
で
満
席
と
な
り

ま
し
た
。
以
下
、
講
演
内
容
要
約
と
、
当
日

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
を
あ

げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
．
接
遇
の
基
本

（
１
）
明
る
く
、
い
つ
で
も
、
先
に
、
目
を
見
て
、

明
る
い
笑
顔
で
挨
拶
を
す
る
。
必
ず
、
何
か

一
言
（
→
こ
の
一
言
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
入
り
口
と
な
る
）

　

①
や
さ
し
さ
、
②
明
る
さ
、
③
記
憶
力
→

患
者
の
名
前
、
家
族
構
成
を
覚
え
る
。

（
２
）
セ
ン
ス
の
良
い
環
境

　

ス
リ
ッ
パ
、
ト
イ
レ
の
生
花
、
雑
誌
の
種

類
に
も
気
を
配
る

（
３
）
話
し
方
と
聴
き
方

　

話
の
長
い
患
者
さ
ん
に
は
「
混
ん
で
き
た

か
ら
ま
た
お
話
聞
か
せ
て
ね
」

　

個
人
情
報
を
聞
く
場
合
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー

か
ら
出
る
か
、
質
問
は
口
頭
で
、
答
え
は
記

入
し
て
も
ら
う
。

（
４
）
電
話
の
対
応

　

確
実
に
わ
か
り
や
す
く
謙
虚
な
言
葉
で
言

実技を交えながら、医療機関における対応の基本や

クレームへの対応法などを学んだ

今回も講師を水原先生（右）、司会を安岡先生（左）が

務め、テンポのよい研修会となった

い
つ
も
感
謝
を
忘
れ
ず
、
明
る
く
、
楽
し
く

世
話
人
会
だ
よ
り

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
６
月
26
日
に
西
宮
市

民
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
３
人
が
参
加

し
た
。

【
報
告
】

①
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会
（
５
・

13
）

②
院
内
感
染
対
策
研
修
会
「
Ｂ
Ｂ
Ｐ(

血
液

伝
播
病
原
体)

コ
ー
ス
」
（
６
・
20
）

【
予
定
・
企
画
】

①
職
員
接
遇
研
修
会
（
６
・
27
）

②
第
32
回
漢
方
研
究
会
（
７
・
11
）

③
夏
の
夕
べ 

二
胡
の
調
べ
と
交
流
会
（
７
・

12
）

④
英
語
で
診
療M

e
d
i
c
a
i
 
E
n
g
l
i
s
h

＃
43

（
７
・
17
）

⑤
第
35
回
支
部
総
会
（
７
・
18
）

⑥
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
・
地
域
交
流

被
災
地
物
産
展
（
７
・
25
）

⑦
第
25
回
日
常
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

⑧
新
規
開
業
医
懇
談
会

【
協
会
行
事
】

①
保
団
連
第
45
回
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
（
７
・
４

～
５
）

②
保
団
連
第
30
回
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
10
・
10
～
11
）

※
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜

日
で
す
。
支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や

企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

う
。
ワ
ン
ト
ー
ン
高
く
、
ワ
ン
テ
ン
ポ
遅
く
。

　

た
だ
し
、
急
患
に
は
そ
れ
な
り
の
対
応
を
す
る
。

２
．
ク
レ
ー
ム
の
基
本

　

人
・
場
所
・
時
を
変
え
て
対
応
す
る
＝
他
の
患

者
の
目
か
ら
隔
離
す
る
。

　

要
点
～
「
い
つ
も
感
謝
を
忘
れ
ず
、
明
る
く
、

楽
し
く
」

〈
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
〉

・
職
種
…
事
務
14
人
、
看
護
師
５
人
、
リ
ハ
ビ
リ

助
手
３
人
、
そ
の
他
、
医
師
・
技
師
・
一
般
職

・
講
義
の
時
間
に
つ
い
て
…
回
答
の
32
名
全
員
が

「
適
当
で
あ
っ
た
」
と
回
答
（
約
２
時
間
で
、
最

後
の
15
分
を
質
問
に
あ
て
た
）

・
実
技
の
時
間
に
つ
い
て
…
「
適
当
で
あ
っ
た
」

31
名
、
「
短
か
っ
た
」
１
名

〈
感
想
〉

　

・
と
て
も
楽
し
く
、
あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間

で
し
た
。
実
技
が
少
し
も
の
足
り
な
か
っ
た
が
、

ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
。

　

・
今
ま
で
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
し
ま
っ
て
い

ま
し
た
が
、
改
め
て
患
者
さ
ん
の
視
線
に
な
っ
て

考
え
、
あ
い
さ
つ
が
い
か
に
大
切
か
分
か
っ
た
。

一
度
病
院
に
来
て
も
ら
っ
た
患
者
さ
ん
を
フ
ァ
ン

に
す
る
た
め
、
患
者
さ
ん
の
気
持
ち
に
な
り
、
日
々

心
が
け
て
い
き
ま
す
。

　

・
具
体
的
な
例
を
あ
げ
な
が
ら
詳
し
い
ご
説
明

い
た
だ
き
、
す
ぐ
に
自
院
に
て
取
り
組
ん
で
み
た

い
、
意
識
を
か
え
て
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
よ
う

な
事
例
が
多
く
あ
り
、
さ
っ
そ
く
他
の
ス
タ
ッ
フ

に
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

・
水
原
先
生
が
常
に
笑
顔
で
お
話
さ
れ
て
い
た

の
で
と
て
も
聞
き
や
す
か
っ
た
。
私
も
笑
顔
を
忘

れ
ず
に
応
対
し
て
い
き
た
い
と
改
め
て
思
っ
た
。

　

・
待
合
の
空
間
作
り
の
大
切
さ
、
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
心
が
け
て
い
き
た
い
。

　

・
あ
い
さ
つ
、
身
だ
し
な
み
、
言
葉
遣
い
が
い

か
に
大
切
で
あ
る
か
を
再
度
確
認
す
る
こ
と
の
で

き
ま
し
た
。
一
人
の
医
療
人
と
し
て
明
日
か
ら
自

分
を
見
直
し
、
患
者
様
の
立
場
に
た
っ
て
仕
事
を

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

・
新
人
で
あ
る
こ
と
を
言
い
訳
に
せ
ず
に
、
し
っ

か
り
働
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

・
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
て
お
話
い
た
だ
い
た
の

で
、
頭
に
は
い
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

　

・
ク
レ
ー
ム
社
会
の
中
、
接
遇
研
修
は
大
変
た

め
に
な
り
ま
し
た
。
記
憶
力
、
演
技
力
を
フ
ル
活

用
し
て
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

・
テ
ン
ポ
よ
く
楽
し
く
勉
強
で
き
ま
し
た
。
最

後
の
質
問
タ
イ
ム
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

 
 
 
 

【
西
宮
市
・
安
岡
ク
リ
ニ
ッ
ク 

安
岡
眞
奈
美
】
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医
療
を
受
け
る
側
も
意
識
改
革
が
必
要

死生観をもつことの大切さなどが語られた

　

５
月
13
日
、
「
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り

合
う
会
」
を
神
原
公
民
館
で
開
催
。
「
親
を
ど

う
看
る
か
、
自
分
は
ど
う
見
送
ら
れ
た
い
か
」

を
テ
ー
マ
に
、
西
宮
市
・
伊
賀
内
科
循
環
器

科
の
伊
賀
幹
二
先
生
が
講
師
を
務
め
、
会
場

い
っ
ぱ
い
の
39
人
が
参
加
し
た
。
主
催
者
の

神
明
公
民
館
・
活
動
推
進
員
代
表
の
小
篠
英

幸
氏
か
ら
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

講
演
で
伊
賀
先
生
は
、
医
師
の
立
場
か
ら
、

具
体
的
な
場
面
や
当
事
者
に
な
っ
た
時
に
ど

う
し
ま
す
か
と
、
次
々
と
質
問
形
式
で
問
わ

れ
た
。

　

多
く
の
人
は
、
死
は
タ
ブ
ー
や
他
人
事
で

あ
っ
た
り
、
元
気
な
人
ほ
ど
「
ど
う
に
か
な
る
」

ぐ
ら
い
の
考
え
し
か
持
っ
て
い
な
い
と
思
う
。

自
分
が
頭
で
想
定
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
家
族
と

日
頃
か
ら
話
し
合
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
と
て
も
対

応
で
き
な
い
も
の
だ
と
感
じ
た
参
加
者
が
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
ず
、
突
然
死
は
非
常
に
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど

が
病
死
や
老
衰
で
あ
り
、
終
末
期
を
迎
え
る
過
程

で
は
、
患
者
本
人
と
家
族(

親
族)

と
医
師
の
間
に
、

意
見
の
集
約
の
一
致
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
多

い
ら
し
い
。
延
命
治
療
が
ど
こ
ま
で
必
要
な
の
か
、

理
想
と
現
実
が
異
な
る
こ
と
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
、
医
療
制
度
の

変
更
や
医
療
費
の
高
騰
が
あ
り
、
医
師
と
家
族
の

対
応
も
急
が
れ
る
事
案
と
思
い
ま
し
た
。
医
療
現

場
の
現
実
を
垣
間
見
て
、
政
治
や
医
療
機
関
任
せ

に
せ
ず
、
医
療
を
受
け
る
側
も
も
っ
と
意
識
改
革

が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
病
気
の
治
療
だ
け
で
な
く
、
財
産
整

理
も
含
め
て
、
元
気
で
正
常
な
判
断
が
で
き
る
間

に
、
家
族
と
よ
く
相
談
し
て
書
面
に
残
す
こ
と
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
残
さ
れ
た
家
族
が
医
師
と
相

談
し
て
、
患
者
本
人
の
意
志
を
正
確
に
伝
え
る
義

務
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
「
身
近
に
母
の
介
護
が
あ
る
の
で

聞
き
に
き
ま
し
た
が
、
自
分
の
死
生
観
も
考
え
な

け
れ
ば
と
思
っ
た
」
「
避
け
ら
れ
な
い
死
は
運
命
だ

と
頭
で
分
っ
て
い
て
も
楽
観
視
し
て
い
た
が
、
話

を
聞
い
て
自
分
的
に
考
え
て
い
き
た
い
」
な
ど
の

声
も
寄
せ
ら
れ
、
伊
賀
先
生
の
講
演
は
非
常
に

わ
か
り
や
す
く
、
多
く
の
感
動
と
宿
題
を
与
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
他
の
公
民
館
に
も
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

 

【
神
明
公
民
館
・
活
動
推
進
員
代
表 

小
篠
英
幸
】

健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会

評
議
員
・
予
備
評
議
員
（
医
科
） 

選
挙
の
公
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

理
事
長　

西
山　

裕
康

　

協
会
規
約
第
12 

条
２
項
及
び 

協
会
役
員
等
の
選
出

規
定
（
細
則
）
の
第
３
条
２
項
お
よ
び
第
９
条
１
項
に

よ
り
、
評
議
員
・
予
備
評
議
員
（
医
科
）
選
挙
の
告
示

を
行
い
ま
す
。

【
役
職
と
定
数
】

　

評
議
員　

13 

名　

予
備
評
議
員　

７
名

兵
庫
県
保
険
医
協
会
規
約　

第
18 
条

　
「
評
議
員
は
、
各
支
部
ま
た
は
歯
科
部
会
を
代
表
し
、

会
員
の
意
見
を
評
議
員
会
に
反
映
す
る
と
と
も
に
、
本

会
の
方
針
に
沿
い
、
各
支
部
ま
た
は
歯
科
部
会
の
活
動

の
中
心
と
な
る
。
予
備
評
議
員
は
、
評
議
員
を
補
佐
す

る
と
と
も
に
、
評
議
員
会
に
評
議
員
欠
席
の
際
に
は
評

議
員
と
し
て
出
席
す
る
」

【
任
期
】
２
年

【
改
選
日
時
】 

７
月
18 
日
（
土
） 

支
部
総
会

【
立
候
補
日
時
締
切
】
７
月
11 

日
（
土
）
正
午

【
立
候
補
届
出
の
方
法
】

　

立
候
補
希
望
者
・
推
薦
希
望
者
（
医
科
）
は
、
協
会

事
務
局
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
用
紙
を
お
届
け
し

ま
す
。「
立
候
補
届
」「
推
薦
届
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、事
務
局
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
く
だ
さ
い
。
な
お
、

歯
科
に
つ
い
て
は
歯
科
部
会
で
選
出
し
ま
す
。

　今年の総会記念市民公開企画は、ベストセラー『世界が
がもし 100 人の村だったら』で知られるドイツ文学翻訳家
の池田香代子さんに、戦後 70 年の節目の今、平和と人権の
大切さについて、４年を経た東日本大震災と原発事故とい
う歴史的経験にもふれながらお話しいただきます。　

  西宮 ･ 芦屋支部 第 35 回総会記念市民公開企画

100 人の村　あなたもここに生きています
 日　時 ：7月18日 ( 土 ) 14時30分～（開場 14 時）
 
会　場 ：西宮市立勤労会館大ホール
 
 お話し

 ：ドイツ文学翻訳家・ 口承文芸研究家

　 　　　　　 　池田 香代子 氏

　日　時 ：7月25日 (土 ) 9時～ 15時

　会　場 ：広川内科クリニック 駐車場（西宮市神明町 4-26）

東日本大震災被災地支援 ･ 地域交流　被災地物産展

　東日本大震災被災地への支援と地域交流のため、岩手県宮古市「復興プロジェクト 
かけあしの会」の物産展を開催いたします。岩手県田老町漁協わかめ、宮古の塩ストラッ
プ、塩麹クッキー、岩手県普代産すき昆布、ひじき、浮き玉など、物産品を多数揃えて
おります。ホタテ焼き、ホタテフランク、蒸し牡蠣などの実演販売や、宮古の塩サイダー
などのお飲み物も販売いたします！

夏の夕べ　二胡の調べと交流会
　日　時 ：7月12日 (日 ) 16 時 30分～ 18時 30分

　会　場 ：シティハイツ西宮北口・集会所 (西宮市青木町４−２）

   演　奏 ：二胡奏者　劉 揚 さん
　借上復興住宅に入居して 20 年。西宮市は今年 9 月までに住宅明け渡しを求めてきま
した。このたびの催しで、近隣の皆さん、市民の皆さんに幅広く私たちの思いをお伝え
し、忌憚ないご意見を交流するとともに、納涼を兼ねて二胡のコンサートを開催します。
  【主催】  シティハイツ西宮北口住宅入居者一同、西宮ＵＲ借り上げ市営住宅連絡会、
　　　　 西宮ＵＲ借り上げ公営住宅入居者を励まし支援する会
  【後援】  兵庫県保険医協会西宮・芦屋支部

◆上記企画のお問い合わせは協会事務局 岡林・山田・伊藤まで  Tel:078-393-1803 ◆

  いずれも参加費無料。医師・歯科医師・薬剤師の先生はもちろん、ご家族、スタッフ、

　患者さんやお知り合いの方など、ぜひ多数お誘いあわせのうえご参加ください。


